
第２章 複素数平面 １・複素数平面

１９ ３ ド・モアブルの定理（その３）

（１／８）■ 方程式 ｚｎ＝αの解 ■

方程式 ｚ
ｎ
＝αの解

◇《方程式 ｚｎ＝αの解》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

方程式 ｚ３＝８i を解け。

【考え方】次の手順で考える。

１ 解をｚ＝ｒ(cosθ＋ sinθ) ［ｒ＞０］とし

方程式 ｚ３＝８i の左辺と右辺を極形式で表す。

２ 両辺の絶対値と偏角を比較して，

ｚの絶対値ｒと偏角θの値を求める。

３ θは０≦θ＜２πの範囲にあるものを書き上げる。

［答 案］

１ （方程式ｚを極形式で表す）

・解を，ｚ＝ｒ(cosθ＋ sinθ) ［ｒ＞０］ …(Ａ) とすると，

ｚ３＝ｒ３(cos３θ＋ sin３θ) …① Ïド・モアブルの定理

・また，８ ＝８(cos ＋ sin ) …② Ï８ を極形式で表す。

①＝②より， Ï｜８ ｜＝ ＝ ＝８

ｒ３(cos３θ＋ sin３θ)＝８(cos ＋ sin ) …③ Ïｚ３＝８i の極形式

２ （ｒとθの値を求め，ｚの一般式を求める）

③の両辺の絶対値と偏角を比較すると，

ｒ３＝８ ｒ＞０より，ｒ＝２

３θ＝ ＋２π×ｋ (ｋは整数)より，θ＝ ＋ ×ｋ

これらを(Ａ)に代入して，

ｚ＝２{cos( ＋ ×ｋ)＋ sin( ＋ ×ｋ)} …④ Ï方程式の解ｚの一般式

３ （条件を満たすｋの値を定め，ｋの値のそれぞれの場合についてｚの値を求める）

０≦θ＜２πの範囲で考えると，

０≦ ＋ ×ｋ＜２π

－ ≦ ×ｋ＜

－ ≦ｋ＜

より，ｋ＝０，１，２

（次のページへつづく）Æ
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【複素数平面 №１９（１／８）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

④において，

ｋ＝０のとき，ｚ＝２（cos ＋ sin ）

＝２( ＋ )

＝ ＋

ｋ＝１のとき，ｚ＝２(cos ＋ sin )

＝２(－ ＋ )
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ｋ＝２のとき，ｚ＝２(cos ＋ sin )

＝２(０－ )

＝－２

４ （方程式 ｚ
３

＝８i の解をまとめる）

したがって，求める解は，

ｚ＝ ＋ ，－ ＋ ，－２
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




